


6月議会は、全議案、請願・意見書を可

決、(株)入間セントラル民事再生・調査

特別委員会を設置しました。

映画館の入る｢アイポット｣6階建てビル

は、人口20万人の中心市街地の｢商業核を

形成する施設｣の一つとして豊岡第一南地

区市街地再開発事業で建設されました。

平成12年末、近隣にない9スクリーン・20

39席でオープン。しかし、19年には40キ

ロ圏内に映画館が2.5倍となり、売り上げ

が30％強落ち込みました。

入間セントラルは、３億円を借りてい

る入間市に対し、返済繰り延べと26年度

に資金が枯渇の見通しを伝えました。し

かし、入間市は5月末16億円の負債で民事

再生法の申請がされるまで、市議会に報

告しませんでした。

入間市の人口は15万人から減少の段階

に入り、しかも大店法の改悪で大型店が

出店、中心市街地から離れたところに買

い物客が移り、人口20万人の中心市街地

商業核は今や幻となっています。

裁判所から｢再生案｣が示させると、入

間市の対応と市議会の判断が求められま

す。人口減少・経済の停滞、郊外への大

型店出店で展望が持てない状況ですが、

中心市街地の衰退傾向にどう歯止めをか

けるのかが重要問題です。３億円貸付の

判断と返済見通

し等を調査する

特別委員会が、

8月中旬まで開

かれます。傍聴

においで下さい。

防衛省が入間基地に｢災害対策拠点施

設｣を整備する方向で、基地に隣接する

東町側留保地(約28ﾍｸﾀｰﾙ)を候補地とし

て、財務省と整備計画や用地取得につ

いて協議している旨の報告が入間市に

ありました。｢自衛隊病院｣の整備も計

画されています。市では同留保地の利

用については、緑地帯の緩衝ゾーンと、

総合運動公園や病院などの医療ゾーン

にする計画ですが、この計画との矛盾

が生じています。入間基地の強化と環

境悪化が懸念されます。

今議会に共産党は｢集団的自衛権行

使容認に反対する決議｣を提案。また

同趣旨の陳情も市民から提出されまし

た。しかし、自民クラブの反対で提出

には至りませんでした。全国では158

を超える自治体が｢反対｣｢慎重審議｣を

求める意見書を提出しています。

集団的自衛権行使は、自衛隊が海外

で戦闘活動ができるためのもので、

｢戦争への道｣に他なりません。入間市

には入間基地の隊員も多く暮らしてい

ます。日本国民・入間市民が犠牲にな

る集団的自衛権行使は絶対に認められ

ません。反対の声を広げましょう。
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小出わたる議員

原発再稼働反対、学童保育年齢拡大

石田よしお議員

法人市民税の減額、内部留保の活用

安道よし子議員

教育の独立守れ、居場所・サロンを

吉沢かつら議員

生保・福祉手当、子どもの貧困対策

｢入間市視聴覚障害者の会｣から｢手話

言語法制定を国に求める意見書｣に関す

る請願が提出され、全会一致で採択。

これを受けた意見書も採択されました。

請願は｢手話が音声言語と対等な言語で

あることを広く国民に広め、聞こえな

い子どもが手話を身につけ、手話を普

及、研究することのできる環境整備を

すること｣等を国に求めるものです。手

話はろう学校では使用が禁止されてき

たこともありました。共産党も､積極的

に署名に取り組みました。

市民・市議会に報告なし

過大な中心市街地商業核

再生への対応と展望

今議会では、これまで必要だった請

願署名への押印廃止が全会一致で可決

されました。入間市では近隣市のなか

で唯一押印が必要とされてきました。

請願署名に押印が必要とされるため

市民の意見表明への障害の一つとなっ

ていました。これに対し請願署名への

押印廃止を求める陳情がたびたび提出

されてきました。また、市議会が議会

改革に取り組むなかで共産党入間市議

団は、国会･県議会と同様に押印を廃止

することを一貫して主張してきました。


